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存 した。また,同 時に採血も行い,血 中 リドカイ
ン濃度 を測定 した。動脈圧のデータから平均動脈














血中 リ ドカイン濃度は,す べての群 において





は30分以 降有 意 差 が み られ な くな り,300±
50mmHg群で は50分以 降有意 差 がみ られな く
なった。
顎骨内リドカイン濃度は,す べての群において

















手術においては,浸 潤麻酔時には,低 い注入圧 を
避け,高 い注入圧が得 られるポイン トを探って注
入す ることにより,よ り高い浸潤麻酔効果が得 ら




本論文 に関 しての審査委員会 は平成27年1月
14日に開催 された。審査委員よ り,本 研究の実
験方法の再現性,本 研究の臨床的意義についての
質疑があり,そのいずれについても申請者からの




与す るもの と考えられ,申 請者は学位授与に値す
ると判定 した。
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